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健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

近
年
、高
齢
者
の
方
を
狙
っ
た
不

審
電
話
が
多
発
し
て
お
り
、中
で
も
、

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）を
使
っ

て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

事
例
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
手
口
は
、

下
記
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

役
場
職
員
や
、後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
職
員
が
、医
療
費
・
保

険
料
の
還
付
手
続
き
等
に
つ
い
て
、

電
話
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
続
き
を

お
願
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
に
お
い
て
も
不
審
電
話
は

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
内

容
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、手

続
き
を
す
る
前
に
、健
康
推
進
課（
☎

６
３･

３
８
０
１
）ま
た
は
和
歌
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎

０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８
）ま
で
。

　
も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

必
ず
お
近
く
の
警
察
署
へ
被
害
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

★
御
坊
警
察
署（
☎
２
３
・
０
１

１
０
）

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

電
話
で
、『
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付

金
が
あ
る
』と
言
っ
た
り
、『
還
付
通
知

書
を
送
っ
て
い
る
け
ど
内
容
は
確
認
し

て
ま
す
か
？
』と
言
っ
て
く
る
。

　

携
帯
電
話
の
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
有
無
を
聞
か
れ
、『
還
付
手
続

の
期
限
が
今
日
ま
で
だ
か
ら
急
い
で
近

く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
あ
る
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
ー
パ
ー
等
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
』と
言
葉
巧
み
に
誘
導
し
、

入
金
さ
せ
る
。

　

健
康
診
査
は
平
成
30
年
２
月
末
日

ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
券
を
お
持
ち
の
方
で
、ま
だ

健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
自
身
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

○
健
康
診
査

■
対
象
者

　

�

75
歳
以
上
の
方
、65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方

■
検
査
項
目

　

�

問
診
、計
測
、診
察
、血
液
検
査（
脂

質
、肝
機
能
、糖
代
謝
）、尿
検
査

（
糖
、蛋
白
）

■
実
施
場
所

　

�
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関

■
費
用　
　
　

無
料

○
歯
科
健
康
診
査

　

※�

対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診

券
な
ど
を
発
送
し
て
い
ま
す

■
対
象
者

　

�

平
成
29
年
３
月
末
で
75
歳
、80
歳
、

85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

■
検
査
項
目

　

�

問
診
、口
腔
内
診
査
、口
腔
機
能

検
査

■
実
施
場
所

　

�

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関

■
費
用　
　
　

無
料

　

受
診
券
な
ど
の
紛
失
や
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、こ
ち
ら
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〒
６
４
０
―
８
１
３
７

和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号

☎
０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８

後
期
高
齢
者
の
皆
様
へ

健
康
診
査
は

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
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　日本脳炎の予防接種については、ワクチン接種に伴って重い病気になった事例があったことを
きっかけに、平成17年度から21年度まで積極的な勧奨を控えてきました。
　こうしたところ、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられる
ようになっています。

【積極的な勧奨の差し控えにより規定回数を受けられなかった方の接種方法】

※�接種可能とされていますが、第１期の接種を3回受けた人は、最後の接種から概ね5年以上の間隔をおいて
接種することが望ましいとされています。

　日本脳炎ウイルスの感染によって起こる中枢
神経（脳や脊髄など）の疾患です。
　ヒトからヒトへの感染はなく、ブタなどの動
物の体内でウイルスが増殖した後、そのブタを
刺した蚊（コガタアカイエカ：水田などに発生
する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって
感染します。
　東アジア・南アジアにかけ
て広く分布する病気です。

　平成7年4月2日〜平成19年4月1日生まれの方（特例対象者）は、当面の間の特例措置として、
20歳未満（20歳の誕生日の前日まで）であれば、残りの接種回数が無料で接種できます。
　前記の対象者の方で接種を希望される方は健康推進課（☎63・3801）まで。

　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状
なく経過する（不顕性感染）場合がほとんどです
が、症状が出るものでは、６～ 16日間の潜伏期間
後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引
き続き急激に、光への過敏症、意識障害（意識がな
くなること）、けいれんなどの中枢神経系障害（脳
の障害）を生じます。
（過去には、100人から1000人の感染者の中で１
人が発病すると報告されています。）
　大多数の方は、無症状に終わるのですが、脳炎
を発症した場合20～ 40%が死亡に至る病気とい
われており、幼少児や高齢者では死亡の危険は大
きくなっています。

日本脳炎の予防接種について

どんな病気？ どんな症状？

平成17～21年度の間に接種機会を逃した方々へ

接　種　歴 その後の接種方法

第１期を全く受けていない方 ・６～ 28日の間隔をおいて２回、２回目接種から概ね１年後に３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
１回のみ受けた方

・２回目と３回目を６日以上の間隔をあけて接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
２回受けた方

・３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
３回受けた方 ・４回目を９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※


